
ジ
エ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
一
系

人
体
組
織
か
ら
病
謬
断

国
立
大
学
の
教
員
が
取
締
役

に
就
く
大
学
発
べ
ン
チ
ャ
ー
第

1
号
と
し
て
、
ジ
チ
木
テ
ィ
ッ

ク
ラ
ポ
(
札
幌
也
は
話
題
を

集
め
た
。
扣
年
を
超
え
る
歴
史

の
中
で
事
業
の
軸
を
徐
々
に
転

携
病
理
診
断
と
い
一
姦
人
技

の
業
務
を
軸
と
し
な
が
ら
、
製

薬
会
社
の
臨
床
試
験
に
か
か
わ

霊
伝
子
解
析
璽
に
炊
の
展

望
を
探
っ
て
い
る
。

J
R
桑
園
駅
に
近
い
札
幌
1

T
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル
は
名
前
の
通

リ
ー
T
(
情
報
技
術
)
系
の
企

業
が
多
く
入
居
す
る
。
こ
こ
に

白
衣
を
着
た
異
色
の
集
団
が
い

る
。
ジ
エ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ポ
の

現
在
の
主
力
業
務
は
先
端
的
な

研
諾
発
と
い
う
よ
り
も
、
エ

房
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。

標
本
の
技
術
蓄
積

が
ん
や
腎
炎
な
ど
の
病
気
の

病
技
師

立
地
容
高

在
内
上

在
業
上

設
所
那
売

▽
▽
▽
▽

ロ
ウ
で
固
め
た
人
緒
織
を
ス
ラ

イ
ス
し
覆
鏡
で
診
断
で
き
る
よ

う
に
加
工
す
る

遺
仏
子
解
析
ま
で
カ
バ

二
嘉
咽

一
・
・
、
、
・
五
二
・
・
・
・
・
・
・
一
塞

広
が
り
や
有
無
を
医
師
が
チ
エ

ツ
ク
す
る
た
ぬ
道
内
各
地
の

病
院
か
星
Π
釋
の
人
体
組

織
が
運
ぱ
れ
て
く
る
。
病
理
診

断
で
は
医
師
が
鴇
鏡
で
診
断

す
る
ま
で
の
禦
作
り
に
技
術

が
蓄
積
す
る

集
は
病
気
と
疑
わ
れ
禹
勤
2
人
を
含
慈
を
泡
え
る
の

臓
な
ど
を
詔
し
、
ロ
ウ
で
覆
は
も
ち
ろ
~
器
人
の
臨
床
検

う
次
に
わ
ず
か
3
解
露
は
査
諦
ら
技
術
陣
が
支
冗
る
。

、

D
N
A
ア
レ
イ
と
い
う
遺
伝
子

解
析
技
術
を
中
核
に
掲
げ
た

た
だ
し
そ
の
後
の
技
術
の
進
歩

で
ビ
ジ
ネ
ス
の
優
径
が
薄
れ

た
新
薬
の
開
発
に
も
挑
ん
だ

が
研
究
開
発
費
が
先
行
し
、
利

益
が
出
な
い
。
船
年
に
統
合
し

た
病
理
検
査
会
社
が
素
の
柱

と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
閲

経
営
ト
ッ
プ
の
交
代
が
相
次

ぎ
、
テ
ル
モ
や
ホ
ギ
メ
デ
ィ
カ

ル
の
役
員
だ
っ
た
高
田
紘
一
氏

が
5
月
か
う
社
長
を
務
め
る
。

た
だ
こ
の
数
午
設
立
当
初

に
掲
げ
て
い
六
伝
子
解
析
に

別
の
側
面
か
ら

日
が
当
秀
始

め
た
。
解
析
の

際
、
組
織
の
切

片
か
ら
D
N
A
を
取
り
出
荏

業
ま
で
一
手
に
坦
っ
流
れ
が
世

界
で
広
が
っ
て
い
る
の
だ
。

製
薬
会
社
か
ら
受
託

臨
床
検
体
を
扱
う
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
る
こ
と
が
今
と
な
っ
て

.
冨

.

.

1
0
0
万
分
の
1
)
厨
の
薄
さ

に
削
り
取
る
。
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ

ス
の
上
に
固
定
し
、
稜
で
色

を
つ
け
て
標
本
盲
出
す
。

大
の
標
本
を
い
か
に
丁
寧

に
素
早
く
作
り
出
す
か
。
診
断

す
る
病
理
専
門
医
6
人
(
非
常

三

/

幅
塁
一

キ
ー
ワ
ー
ド

▼
病
理
診
断
適
切
な
治
療

の
方
針
を
決
め
た
り
治
療
を
評

価
し
た
り
す
る
た
め
、
患
者
の

内
臓
置
膚
の
一
部
、
疾
(
た

ん
)
や
尿
か
ら
病
気
の
種
類
や

状
況
を
稠
べ
る
こ
と
。
噐
鏡

で
細
胞
の
形
を
見
て
診
断
す

る
。
こ
れ
を
専
門
と
す
る
医
師

検
査
業
務
に
は
大
手
企
業
も
多

い
が
霧
院
か
ら
近
い
方
が
よ

い
の
で
地
域
ご
と
に
素
エ
リ

ア
が
分
か
れ
て
い
る
」
(
伊
藤

勝
彦
取
締
役
)
と
道
内
で
4
割

の
シ
エ
ア
を
握
る

2
0
0
0
年
の
設
立
時
に
は

を
病
理
医
と
呼
ぶ
。

例
え
ば
乳
房
の
し
こ
り
を
調

べ
、
乳
が
ん
か
乳
霊
か
を
確

認
す
る
。
手
術
で
摘
出
し
た
臓

器
で
峡
患
部
が
取
り
切
れ
た

か
や
転
移
の
姦
を
チ
エ
ッ
ク

す
る
。
希
中
に
成
果
を
確
認

す
る
た
め
に
使
う
こ
と
も
あ

る
。
が
ん
診
療
で
は
最
終
診
断

手
法
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。

1

強
み
と
な
っ
た
と
西
脇
森
衛

・
先
端
医
療
開
発
部
長
は
話
す
。

培
養
細
胞
を
取
り
扱
兀
、
そ
こ

に
遺
伝
子
解
析
技
術
が
重
な

る
。
製
薬
会
社
の
廉
試
験
に

絡
む
遺
伝
子
解
析
業
務
が
受
託

で
き
 
H
年
7
月
期
に
初
の
経

常
黒
字
を
記
録
し
た
。

受
託
に
は
波
が
あ
り
前
期
は

再
び
委
子
に
陥
っ
た
が
、
「
玲

年
7
月
期
は
再
び
経
常
黒
字
を

め
ざ
す
」
と
綴
取
締
役
。
少

し
ず
つ
毒
け
て
い
た
大
高

け
の
伝
子
解
析
は
論
文
向

け
。
製
鑾
社
を
相
手
に
す
る

と
格
段
に
高
い
正
確
性
や
信
頼

性
が
求
め
ら
れ
る
。
ハ
ー
ド
ル

は
高
く
な
る
が
新
た
な
素
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

5
月
に
は
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
上

場
の
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
・
サ
イ
エ
ン
ス
(
P
S
§

と
共
同
研
罷
発
契
約
嘉
ん

だ
。
 
P
S
S
の
自
動
検
査
シ
ス

テ
ム
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
供
与
す
る

展
開
も
広
が
っ
て
い
る
。

語
で
手
に
し
た
職
人
技
を

加
え
、
再
び
遺
伝
子
解
析
に
戻

つ
て
き
た
。
循
環
し
な
が
ら
漢

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
も
う
と
し
て

い
る
。
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